
 報道機関 各位  令和７年６月２７日 

南魚沼市病院事業  

医療対策課 

 

件 名 

大和地域包括医療センター建設地の選定等について  

内 容 

 令和９年度中の移転を目指し検討を進めている大和地域包括医療セ

ンターの移転先について、下記のとおり選定いたしましたので、お知ら

せいたします。  

記  

 

 １．建設予定地   「浦佐駅東口広場北側」  

 

 ２．建 築 方 式  移転新築方式  

 

 ３．選 定 理 由  

  ①利便性  ＪＲ浦佐駅から徒歩で通院可能。他地域からの交通の便  

       が良い。新幹線の乗降駅隣接なので医師確保でも有利。 

  ②用 地 事業に必要となる面積の空き地が存在する。  

  ③活性化  公共交通再編と連携した医療のまちづくりによる地域  

       の活性化に資する。  

  ④財 源 国土交通省「都市構造再編集中支援事業」に該当する。 

 

添付資料  

 「大和地域包括医療センター建設地の選定等について」  

 「大和地域包括医療センター開設までのスケジュール（案）」  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  
 南魚沼市病院事業 医療対策課 
 電  話 ０２５－７８８－１２２２  

 ＦＡＸ ０２５－７８８－１２３１  
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大和地域包括医療センター建設地の選定等について 

１ 建設地の検討 

 当初、ゆきぐに大和病院の老朽化及び機能に比して過大な施設規模である

ことに対応するために令和２年度から施設の更新を検討してきました。しか

し、令和６年４月に施行された医師の働き方改革の影響により令和６年 11

月から無床診療所化することとしたため、令和６年度からは診療所、訪問看

護ステーション及び居宅介護支援事業所を中心として在宅療養支援機能を強

化した「大和地域包括医療センター」の施設更新として条件を次のとおり整

理し検討しました。 

（１）患者の利便性が高く、必要な面積を確保できる場所であること。

（２）用地取得に関して、事業の進捗に影響が少ない場所であること。

（３）医療のまちづくりによる地域の活性化が見込まれる場所であること。

２ 建設候補地の抽出 

  上記の条件等をふまえ、浦佐地区内で４か所の敷地について比較検討を行

いました。 

（１）現在の敷地

（２）ＪＲ浦佐駅西口付近

（３）ＪＲ浦佐駅東口周辺

（４）南魚沼市役所大和庁舎周辺

（１）現在の敷地

（２）ＪＲ浦佐駅西口付近

（３）ＪＲ浦佐駅東口周辺

（４）南魚沼市役所大和庁舎周辺
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３ 現地建替え方式について 

  現在の大和診療所北棟部分を利用して、診療を行いながら改築を進めた場

合、工事を原因とする診療所の一時的な閉鎖が起きる可能性が否定できませ

ん。 

  さらに、解体に伴うアスベスト処理等を考慮すると工事の長期化で高額な

工事費になることに加えて、工事期間中は駐車場の利用に制限が必要なこと

から、大和地域包括医療センターだけではなく、魚沼基幹病院の運営にも影響

を及ぼす可能性が非常に高いと考えます。 

  また、都市構造再編集中支援事業の対象地ではないため補助金等の特定財

源が見込めないことから、現地での建替えは建設用地を他に確保できない場

合のみ採用できる方式であると判断しました。 

 

４ 建設候補地の絞り込み 

  「２ 建設候補地の抽出」で示した建設候補地について、「３ 現地建替え

方式について」や都市構造再編集中支援事業の補助事業対象地であることを

ふまえ、以下の２か所に絞り込み、さらに検討を進めました。 

（１）ＪＲ浦佐駅西口付近 

（２）ＪＲ浦佐駅東口周辺 

 

５ 建設候補地の選定 

  地域住民代表の意見をふまえ、次の点を評価し、「ＪＲ浦佐駅東口周辺」を

建設予定地とする旨を南魚沼市議会６月定例会の一般質問の際に、市長が答

弁しました。 

（１）利便性 

   浦佐駅までＪＲ上越線等の鉄道を利用し、そこから他の公共交通機関を

使わずに通院することが可能となります。さらに、浦佐地区以外の大和地域

からの交通の便が良いと判断しました。 

   また、新幹線を使って通勤できることから医師確保の面で有利です。 

 

（２）用地 

   建設に必要な面積の空き地が存在します。 

 

（３）活性化 

   市の施策として進めている公共交通の再編と連携することで、医療のま

ちづくりによるＪＲ浦佐駅周辺の活性化につながります。 

 

（４）財源 

   国土交通省が所管する都市構造再編集中支援事業の対象地です。 
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６ ＪＲ浦佐駅東口周辺内での絞り込み 

（１）歩行距離

浦佐駅東口広場北側は南側に比べてバス乗り場が近いことから、鉄道や

バスを利用する患者さんの歩行距離を短くすることができます。 

（２）自動車等による通院

南側は国道 17号線との高低差が大きいことから患者さんの自動車等の乗

り入れができない箇所が多いのですが、北側は高低差が小さいことから患

者さんの自動車等での乗り入れが比較的容易です。 

（３）浦佐駐車場

市有地であるため用地交渉等が不要ですが、駐車場としての利用が多い、

駅までの距離が遠い、用地の拡張性が無いことなどから利用しないことと

しました。 

（４）事業用地の有無

浦佐駅東口広場北側には移転補償が必要となる支障物等がほぼ存在しな

い 7,000㎡程度の物理的一体性を持った空き地が存在します。 
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【参考】ＪＲ浦佐駅周辺図 

浦佐駅東口広場北側 

凡例 

（赤い線） 

：都市機能誘導区域 

（青い線） 

：居住誘導区域 

- 5 -



大
和
地
域
包
括
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

項
目

用
地
測
量

B
/
C
分
析

建
築
工
事

R
8
.
6
～
R
9
.
秋
頃

用
地

基
本
設
計

実
施
設
計

土
地
鑑
定
評
価

R
7
.
5
～
R
8
.
3
（
交
渉
）

R
7
.
6
～
R
7
.
9

R
8
.
6
～
R
9
.
秋
頃
（
設
計
監
理
監
督
）

R
8
.
4
～
R
8
.
5
（
契
約
・
登
記
）

R
7
.
1
0
～
R
7
.
1
1

R
7
.
6
～
9

R
7
.
1
0
～
R
8
.
3

R
7
.
1
0
～
R
7
.
1
1

令
和
８
年
度

令
和
９
年
度

令
和
７
年
度

- 6 -




